
 

    2026年10月5日 

一般社団法人日本損害保険協会 中部・北陸支部 

   

日本損害保険協会中部・北陸支部石川損保会（会長：武井靖匡・損害保険ジャパン株式会社 金沢支店長）

では、2026年12月12日（土）に「地震防災シンポジウム in ほくりく」を開催します。 

 令和6年能登半島地震から間もなく3年を迎えますが、被災地では今なお復興への歩みが続いています。

その経験と教訓を未来へつなげることは、私たち一人ひとりの備えにつながります。復興の現場に関わり続

ける研究者、支援者、自治体関係者が一堂に会し、被災地の現状とそこで得られた教訓、そしてこれから私

たちに必要な備えについて、北陸の地から全国へ向けて発信します。 

全国どなたでも参加することができますので、是非ご参加ください。 

 

【開催概要】※参加費無料 

日  時：2026年12月12日（土）13時30分～16時30分（予定） 

開催方法：オンライン開催（Zoom配信） 

主 催：一般社団法人日本損害保険協会中部・北陸支部 

後 援：石川県、輪島市、北陸財務局、金沢大学、北國新聞社、NHK金沢放送局、MRO北陸放送、 

         テレビ金沢、NPO法人レスキューストックヤード、石川県損害保険代理業協会、 

        富山県損害保険代理業協会、福井県損害保険代理業協会 

申込方法：以下のURLまたはチラシ内の二次元コードからお申込みください。 

        https://us02web.zoom.us/meeting/register/f7CLYhsoQEKern9mXwR6Lw 

※定員（1,000名）に達し次第、締め切らせていただく場合があります。  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下URLからチラシをダウンロードいただけます。 

https://www.sonpo.or.jp/news/branch/chubu-hokuriku/2026/pdf/2610_02_chirashi.pdf 

 

12月 12日（土）開催 地震防災シンポジウム in ほくりく 

～ 能登半島地震から3年 この震災は私たちに何を教えたのか ～ 

【プログラム】 

第一部 講演１「被災者の声から探る能登の課題・可能性・未来」 

     講師： 金沢大学 能登里山里海未来創造センター 特任准教授 

         高原 耕平 氏 

     講演２「被災地での生活支援を通じて得た学びと気づき」 

     講師： NPO法人 レスキューストックヤード 穴水担当スタッフ（看護師） 

         西井 春華 氏 

第二部 パネルディスカッション 「能登半島地震は私たちに何を教えたのか？」 

     コーディネーター 

        国士舘大学 名誉教授 / 元NHK解説委員 山﨑 登 氏 

     パネリスト 

        輪島市長 坂口 茂 氏/ 

銀座パートナーズ法律事務所代表(災害復興法学) 岡本 正 氏/ 

金沢大学 能登里山里海未来創造センター 特任准教授 高原 耕平 氏/ 

NPO法人 レスキューストックヤード 穴水担当スタッフ（看護師） 西井 春華 氏 

 

https://us02web.zoom.us/meeting/register/f7CLYhsoQEKern9mXwR6Lw
https://www.sonpo.or.jp/news/branch/chubu-hokuriku/2026/pdf/2610_02_chirashi.pdf



